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研究の背景



研究の背景



調査結果から

英語が好き・嫌いは 50:50

嫌いな理由は「苦手」が最多
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 ① 生徒の興味・関心をより刺激する

 ② 生きた教材（オーセンティックな学び）を提供する



この条件を満たす方法は？

CLIL
内容言語統合型学

習



CLILとは

「CLILの主な特徴は、学習内容(content)の理解に重きを置き、学習
者の思考や学習スキル(cognition)に焦点を当て、学習者のコミュ
ニケーション能力(communication)の育成や、学習者の文化
(culture)あるいは相互文化(Interculture)の意識を高める点にある

と言えるでしょう。」

笹島 (2017). 日本CLIL教育学会. (https://www.j-clil.com/clil)



・多様な視点、多焦点(multiple focus)
・安全で豊かな学習環境(safe and enriching learning environment)
・本物らしさ(authenticity)
・積極的な学習(active learning)
・スキャフォールディング（足場づくり）(scaffolding)
・協力(co-operation)

　「特にスキャフォールディングに関しては、CLILだけでなく、様々な教科科
目の場面でも意識されるべき事柄であろう。（中略）CLILが『多様で柔軟で
学習者の意欲や学びを最大限に引き出そうとする環境作りとしての教育』で
あることを忘れてはならない。」

笹島 (2020) . 



What’s
CLIL?



EASY HARD



HARD

EASY

今回行ったのはここまで



CLILのメリット

 ③ 協同学習で多様な生徒に対応できる

 ① 単なる知識の詰め込みにならない

 ② 多様なテーマに触れることができる



Research Question

Culture
協学

Cognition
思考

英語が苦手と感じる生徒に
ポジティブな影響を
与えることができるか



Culture
協学

Cognition
思考

CLILを通して目指す生徒像

• 英語の授業が理解できる
• 英語で話したり書いたりできる

　➡　英語力の向上実感　➡　英語が好き



How to
Research

Questionnaire
アンケート実施

Grouping by Cluster Analysis
クラスター分析による群分け

Teaching by CLIL
CLILによる授業



アンケート内容

英語の授業内容が理解できるか

異文化に興味があるか

協同学習が好きか

英語表現力の成長実感があるか

英語が好きか
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日本の中学校英語授業における CLIL
（松尾 , 2018）より一部改変して作成



回答の判断基準

Agree

Agree to some extent

Disagree to some extent

Disagree
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CLILによる授業実践　１学期

Lesson1　A Colorful Island
➡ブラーノ島がなぜカラフルなのか、その理由を英語で学ぶ

➡学習内容をまとめ、ブラーノ島を紹介する SNS記事を作成する

Lesson3 Wild Men
➡ヨーロッパのお祭りに登場する「ワイルドマン」について学ぶ

➡お祭りに関連して、身近な行事（今回は校外学習）について英語で紹介する

理解

応用

記憶

理解記憶



CLILによる授業実践　２学期①

Lesson5　Special Makeup in kabuki
➡日本の伝統芸能である歌舞伎と隈取について英語で学ぶ

➡日本の伝統芸能について自分の好きなものを調べ、英語で発表する

Lesson8 Inspiration from Nature
➡自然界のデザインをヒントに開発された商品について英語で学ぶ

➡学習内容を踏まえ、バイオミミクリーに関する記事を作成する

理解記憶 応用

理解記憶 応用

分析

分析 創造



Question (n=14) Mean（平均） 考察

①授業への理解 1.00 ◎よくできる　

②異文化への興味・関心 0.43 △あまりない

③協同学習への意欲 0.00 ×全くない

④表現力向上の実感 0.36 △あまりない

⑤英語への興味・関心 0.57 △あまりない

Question (n=42) Mean（平均） 考察

①授業への理解 1.00 ◎よくできる

②異文化への興味・関心 0.60 △あまりない

③協同学習への意欲 1.00 ◎とてもある

④表現力向上の実感 0.55 △あまりない

⑤英語への興味・関心 0.83 〇ある

Question (n=16) Mean（平均） 考察

①授業への理解 0.00 ×全くない

②異文化への興味・関心 0.50 △あまりない

③協同学習への意欲 0.81 〇ある

④表現力向上の実感 0.38 △あまりない

⑤英語への興味・関心 0.44 △あまりない

• 授業は理解できる
• 集団行動は苦手
• 英語苦手

• 授業は理解できる
• 集団行動は得意
• 英語好き

• 授業は理解できない
• 集団行動は得意
• 英語苦手



Question (n=9) Mean（平均） 考察

①授業への理解 1.00 ◎よくできる　

②異文化への興味・関心 0.44 △あまりない

③協同学習への意欲 0.33 △あまりない

④表現力向上の実感 1.00 ◎とてもある

⑤英語への興味・関心 0.00 ×全くない

Question (n=43) Mean（平均） 考察

①授業への理解 1.00 ◎よくできる

②異文化への興味・関心 0.67 〇あまりない

③協同学習への意欲 0.91 ◎とてもある

④表現力向上の実感 1.00 ◎とてもある

⑤英語への興味・関心 1.00 ◎とてもある

Question (n=20) Mean（平均） 考察

①授業への理解 0.40 △あまりない

②異文化への興味・関心 0.35 △あまりない

③協同学習への意欲 0.70 〇ある

④表現力向上の実感 0.25 △あまりない

⑤英語への興味・関心 0.85 〇ある

• 授業は理解できる
• 集団行動はやや苦手
• 英語苦手

• 授業は理解できる
• 集団行動は得意
• 英語好き

• 授業は理解できない
• 集団行動は得意
• 英語はある程度好き



生徒 1学期調査 ２学期調査 情意変化 特記事項

A グループ1 グループ1 DOWN 会話苦手

B グループ2 グループ2 UP 葛藤

C グループ2 グループ2 UP 人間関係

D グループ3 グループ３ UP 弱気

E グループ3 グループ３ UP 苦手



４
A グループ1 グループ1 DOWN 会話苦手

課題に対して一生懸命
取り組むことができる

謙虚な姿勢も忘れない
比較的真面目な生徒



４ A グループ1 グループ1 DOWN 会話苦手

英語にルビを振って
発表もよく頑張っていた

自分の担当箇所だけ
書いている…



会話やコミュニケー
ションが

苦手➡英語苦手

４ A グループ1 グループ1 DOWN 会話苦手



5B グループ2 グループ2 UP 葛藤

教科書の文章を
そのまま書き写している

友達に聞きながら
なんとか完成させた



5 B グループ2 グループ2 UP 葛藤

英語での４ケタの数字の
読み方を書いている

友達と協力して
全て書き上げた



協働学習を通して
情意面でプラス
➡気づきや葛藤

5 B グループ2 グループ2 UP 葛藤



14C グループ2 グループ2 UP 人間関係

英語が好きで授業や課題
に一生懸命取り組む生徒

教科書を見ながら使える
表現がないか探していた



14 C グループ2 グループ2 UP 人間関係

読み方が分からない単語
はスマホで調べていた

グループ内の人間関係で
このような結果に …



協同学習の意欲
大幅DOWN

➡人間関係絡み

14 C グループ2 グループ2 UP 人間関係



32D グループ3 グループ３ UP 弱気

教科書の一文を
写して完成させた

教科書を参考にして
自分の力で完成させた



32 D グループ3 グループ３ UP 弱気

友人の助けを借りつつ
教科書を見ながら完成

仲間と協力して
最後まで書き上げた



協同学習における
今後の成長を示唆

する気づき

32

会話できるから（快）
1人では伸びない（悩）

D グループ3 グループ３ UP 弱気

￥

￥



36E グループ3 グループ３ UP 苦手

スマホで情報や単語を
調べて完成させた

単語数も意識して課題に
正面から向き合っている



E グループ3 グループ３ UP 苦手

友達やスマホから
情報を調べていた

スマホを見ながら
絵を丁寧に描いていた



記述面において
情意変化あり

➡苦手から難しいへ

36 E グループ3 グループ３ UP 苦手



A
　とにかく緊張した。人と話すのが苦手

なので、英語自体は嫌いではないが、

誰かと一緒にやるのは迷惑をかけちゃ

うかもしれない。

B
　めっちゃ楽しい！自分だけではどうに

もできなかったことも、誰かと一緒に

やったらとりあえず形にすることができ

た。

C
　英語はすごく好きだけど、あんまり話

したことない人とかと一緒に作業するの

は無理。仲いい人とかと一緒にやるの

は全然あり。

D
　難易度がどんどん上がってしまってつ

いていけない。考えるのは苦手なので、

（自分は）絵を描いたり、教科書の本文

を写したりしていた。

E
　友達と何かをするのは楽しい。去年

やってないことが多いので、どうしてい

いか分からない。英語を書いたり読んだ

りするのは難しい。

主要研究参加者の声



RQに対する回答



QRからの考察①

• 授業理解と協同学習に関しては数値の変化が見られなかった。

授業理解については、ほとんどの生徒が変わらず理解できてい

ると回答した。協同学習については、グルーピングの際の人間

関係などで居心地の良かった生徒、悪かった生徒が半々だった

のではないかと考える。

➡グルーピング次第では数値が伸びたのではないか



QRからの考察②

• 異文化への興味が数値的に伸びた要因として、 様々なテーマに

関して内容や思考スキルを重視した CLIL授業ならではの成果で

はないかと俯瞰する。

➡生徒のアンケートからも「教科書以外の文化や知識を学ぶことが

できた」と回答する生徒もいた



QRからの考察③

• 英語に対する興味・関心については一定数増やすことができた

一方で、協同学習でのグルーピングや、話す・書くなどのタスク

において難しさを感じてしまい、 出来る生徒、出来ない生徒両方

にとっての足枷が生じてしまった。

➡「個別最適化学習」を行うためにもグルーピングが特に重要であ

り、手段と目的が逆にならないことを意識する必要がある



生徒のアンケートより
「好き」「どちらかと言えば好き」
が全体の2/3程度に上昇した。
※当初は約1/2程度であった

当初よりもネガティブな発言が減少
単語や文法、長文読解に向き合おう

とする気持ちが増えてきた。



生徒のアンケートより
「英語を読む力」が身に着いたと考えて
いる生徒が全体の約 1/2程度だった。
➡教科書を読んでその内容について書
いたり話したりする場面が多かった

スピーチやプレゼンテーションなどの機
会を充実させたことで、それを実感する

生徒も増えてきたのではないか。



生徒のアンケートより
少なくともほとんどの生徒が
いずれかの活動に対して

前向きな姿勢で臨むことができた。

教科書外の学びや
グループでの学び

について発表すること
に対してやりがいを感じている

生徒が多かった。



生徒のアンケートより
単語学習がいちばん人気で
それ以外には「読む」「話す」
「聞く」「プレゼン」についても
好きだという意見があった。

「身につけた英語を活用できる」
「達成感」「テーマが面白い」という前向

きなコメントとともに
一定数の「英語嫌い」を

拭い切ることは難しかった。



今後の課題

• 英語に対する理解が難しい生徒が多く、自分でも何を話してい

るか分からない生徒、友達の話している内容がよく理解できない

生徒がおり、生徒のレベルによっては、母語の活用が必要では

ないかと考えた。

• 授業に関して年度当初よりも前向きな生徒が増えてきた印象が

ある。分からないからやらない →できないから難しいへの心の変

化がアンケートなどでも散見した。



実践にあたっての参考点

• 協同学習の際はグルーピングが特に重要 。できる生徒にとって重荷と感じ

てマイナスな効果を発揮してしまう結果があった。

• 最終課題をこなすことが目的にならないよう、 内容を丁寧に解説および理

解させた上で行う 。

• 英語が苦手な生徒こそ表現活動を行わせるべき 。教科書の表現をマネす

ることから始め、徐々にオリジナリティを出していくのがよい。

• 母語の活用を積極的に取り入れるべき 。母語でも分からない者は英語は

もっと分からない。



CLILによる授業の作り方（例）

①教科書本文から 考えさせたい一文 を見つける

②背景知識など日本語で確認する（足場掛け）

③単語などの知識をしっかりと定着させた上で 内容理解をすすめる

④思考スキル（ LOTSやHOTS）などの課題に取り組ませる（ 個人・協働学習）

　　➡異文化理解にも踏み込めるとベター　　　　　　　　　　　　　　　　※グルーピングに
注意
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